
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天理教では、人の死を「出直し」といいます。 

親親
おや

神神
がみ

様様
さま

からの「かりもの」である身体をお返しし、また新しい身体を借りてこの世に

帰ってくる「生まれ替わり」のための出発点でもあるからです。 

昨日、今日、明日と、毎日が続いていくのと同じように、人には皆、前生があって、

今生があり、そして、来生があります。 

前生での通り方が「いんねん」として魂に刻まれ、今生での心遣いなどによって変

化しながら、姿に表れてきます。そして、出直し、生まれ替わりを経て、来生に受け継

がれていくのです。 

私たちが普段、数日先、数ヶ月先の予定に向かって準備を進めるように、来生や、

来々生に向かって、今生での心遣いや、通り方を考えてみてはどうでしょうか？ 

３月、春のお彼岸には、ご先祖様に手を合わせます。 

その中には、前生の自分もいるかもしれません。 

ご先祖様にしっかりと御礼を申し上げ、 

陽気ぐらしに向かって、一日一日を大切に歩ませて頂きましょう。 
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天理教陽平分教会 

出雲市平田町7638 

0853-63-2806 

11 日（木） 陽 平 春季霊祭 

14 日（日） 青年会 ハートクリーンキャンペーン 

15 日（月） 雲 陽 春季霊祭 

10 日（土） 檜 岡 月次祭 

15 日（木） 陽 平 月次祭 

20 日（火） 雲 陽 月次祭 

22 日（木） 檜 岡 春季霊祭 

24 日（土） 大教会 月次祭 

26 日（月） おぢば 月次祭 ・ 陽平 遥拝式 

27～29 日 おぢば 春の学生おぢばがえり 

30～31 日 大教会 わかぎの集い 

 

11 日（水） 陽 平 例祭 

14 日（土） 

 

青年会 ハートクリーンキャンペーン 

 （医大駐車場） 

15 日（日） 雲 陽 例祭 

10 日（金） 檜 岡 月次祭 

15 日（水） 陽 平 月次祭 

19 日（日） 支 部 天理時報読者大会 

20 日（月） 雲 陽 月次祭 

24 日（金） 大教会 月次祭 

26 日（日） おぢば 月次祭 ・ 陽平 遥拝式 
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ハハーートトククリリーーンン  

キキャャンンペペーーンン  

日時：４月８日（日） 

午前１０時から 

場所：医大・駐車場 

内容：ゴミ拾い 

一一緒緒にに参参加加ししまませせんんかか？？  

 

～ 暮 ら し に 活 き る ～  

お や      こ と ば  

「「よよいいもものの食食
た

べべたたいい、、よよいいもものの着着
き

たたいい、、  

よよいい家家
いえ

にに住住
す

みみたたいい、、ととささええ思思
おも

わわななかかっったたらら、、  

何何不不自自由由
な に ふ じ ゆ う

なないい屋屋敷敷
や し き

ややでで。。ここれれがが、、世世界界
せ か い

のの長長 者者
ちょうじゃ

屋屋敷敷
や し き

ややでで。。」」  

教祖伝
きょうそでん

逸話篇
いつわへん

七八「長者
ちょうじゃ

屋敷
や し き

」 

  

  

「東日本大震災」から、１年が経ちました。 

平成２３年３月１１日以降、私たちは、被災地を思い、自分にできる事を、普段の

生活の中で、それぞれが心がけ、実行してきました。 

そうして通る中に、新たに気付いた事や、改めて感じたこともあったのではない

でしょうか。 

震災直後、被災地には家、電気、ガス、水、衣類、食料など、生活に必要なもの

がありませんでした。さらに、家族や親せき、友人、知人の安否もわからず、再会も

叶わなかった方、また職場や地域さえ無くなってしまった方がたくさんおられます。 

私たちには、家も、電気も、ガスも、水道も、衣類も、食料もあり、家族や親せき、

友人知人、さらには職場や地域のみなさんまで、すべて、あります。 

日々を振り返って、「あれが無い。」とか「足らん。」とか言っていませんか？ 

無いものを探し、足らない事を不足する前に、自分自身に与えられているもの、

「ある」ものに感謝し、「足りている」ことに気づきましょう。 

震災から１年の節目に、私たちにできる事のひとつではなでいしょうか。 

「「春春のの学学生生おおぢぢばばががええりり」」  

参加者募集のお知らせ 

たくさんの学生たちがおぢ

ばに帰り集う春の一大イベ

ント。ＵＳＪにも行きます！ 

日時：３月２７日～２９日 

対象：高校・大学・専門学校生 

（新１年生も含みます） 

第 94 回婦人会総会 

山陰 支部の集い 

おぢばがえり 

雲陽団体のご案内 

 日程：４月 18､19 日 

詳細は、教会まで 


